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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビニルピロリドンホモポリマー及びビニルピロリドンと酢酸ビニルのコポリマーから選
択される少なくとも一の非イオン性の固定ポリマー、ペトロラタム油、エタノール、及び
ミリスチン酸イソプロピルを含有することを特徴とする、非水性の毛髪用化粧品用組成物
。
【請求項２】
　非イオン性の固定ポリマーが、組成物の全重量に対して０．０１～８重量％の範囲の量
で存在している、請求項１に記載の化粧品用組成物。
【請求項３】
　ペトロラタム油が、組成物の全重量に対して３～２０重量％である、請求項１又は２に
記載の化粧品用組成物。
【請求項４】
　エタノールが、組成物の全重量に対して５～７５重量％の範囲の量で存在している、請
求項１ないし３のいずれか１項に記載の化粧品用組成物。
【請求項５】
　ミリスチン酸イソプロピルが、組成物の全重量に対して１～５０重量％の範囲の量で存
在している、請求項１ないし４のいずれか１項に記載の化粧品用組成物。
【請求項６】
　毛髪繊維用の保護剤、ビタミン類又はプロビタミン類、香料、防腐剤、金属イオン封鎖
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剤、酸性化剤、アルカリ性化剤、並びにそれらの混合物からなる群から選択される、少な
くとも一の化粧品用添加剤を含有していることを特徴とする、請求項１ないし５のいずれ
か１項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記化粧品用添加剤が、組成物の全重量に対して０．００１重量％～２０重量％の範囲
の量で存在している、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　少なくとも一の、揮発性又は非揮発性で、直鎖状又は環状のシリコーンを含有している
ことを特徴とする、請求項１ないし７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　少なくとも一のシリコーンがポリオルガノシロキサン類から選択される、請求項８に記
載の組成物。
【請求項１０】
　ポリオルガノシロキサン類が、ポリアルキルシロキサン類、ポリアリールシロキサン類
、ポリアルキルアリールシロキサン類、ポリオルガノシロキサン類で有機官能部分で変性
したもの、及びそれらの混合物からなる群から選択される、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　少なくとも一のポリオルガノシロキサンが、ポリエチレンオキシ及び／又はポリプロピ
レンオキシ部分を有するポリオルガノシロキサン類から選択される、請求項９に記載の組
成物。
【請求項１２】
　ポリエチレンオキシ及び／又はポリプロピレンオキシ部分が、Ｃ６-Ｃ２４アルキル部
分を有している、請求項９に記載の組成物。
【請求項１３】
　シリコーンが、分散液、マイクロ分散液、エマルション、ナノエマルション又はマイク
ロエマルションとして可溶性形態で使用される、請求項８ないし１２のいずれか１項に記
載の組成物。
【請求項１４】
　組成物の全重量に対して１重量％の未満のシリコーンを含有していることを特徴とする
、請求項１ないし１３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１５】
　水溶性、脂溶性又は水に不溶の有機ＵＶサンスクリーン剤、フリーラジカル捕捉剤、酸
化防止剤、ビタミン類、プロビタミン類、並びにそれらを組合せたものから選択される、
少なくとも一の毛髪繊維の保護剤を含有していることを特徴とする、請求項１ないし１４
のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１６】
　ポリオール類からなる群から選択される、一又は複数の化粧品的に許容可能な付加的な
溶媒を含有していることを特徴とする、請求項１ないし１５のいずれか１項に記載の組成
物。
【請求項１７】
　前記化粧品的に許容可能な付加的な溶媒が、組成物の全重量に対して０．００１～５重
量％の範囲の量で存在している、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　スプレーである、請求項１ないし１７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１９】
　エアゾールスプレーであり、少なくとも一の噴霧剤を含有している、請求項１ないし１
８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２０】
　噴霧剤が、ｎ-ブタン、プロパン、イソブタン、ペンタン、二酸化炭素、一酸化二窒素
、ジメチルエーテル、窒素、圧縮空気、又はそれらを組合せたものから選択される、請求
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項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　選択される噴霧剤がイソブタンである、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　ａ）ミリスチン酸イソプロピルにペトロラタム油を溶解させる工程と
　ｂ）少なくとも一の非イオン性の固定ポリマーとエタノールとから予め作製された混合
物に、工程ａ）で得られた溶液を添加する工程
を含むことを特徴とする、請求項１ないし２１のいずれか１項に記載の化粧品用組成物の
調製方法。
【請求項２３】
　噴霧剤により、前記化粧品用組成物を缶に加圧して収容させることを特徴とする、請求
項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　請求項１ないし２１のいずれか１項に記載の組成物の、毛髪に光沢を付与するための使
用。
【請求項２５】
　処理された毛髪が天然の感触を有している、請求項２４に記載の使用。
【発明の詳細な説明】
【発明の開示】
【０００１】
　本発明は、非イオン性の固定ポリマー、ペトロラタム油、アルカノール、及び共溶媒を
含有し、毛髪を非永続的に再成形するための非水性化粧品用組成物に関する。
　特に本発明は、「人工的な」感触を残すことなく光沢を付与し、毛髪を再成形するこの
ような化粧品用組成物に関する。
【０００２】
　今日、毛髪に光沢を付与しつつ再成形することは、女性にとっては急務となっている。
　最も一般的な組成物型は、シリコーン類、特にフェニル基含有シリコーン類と組合せて
アニオン性又は非イオン性の固定ポリマーをベースにしているものである。
　それにもかかわらず、この組合せ型では、特にある種の毛髪タイプにとっては、あまり
好ましくない非常に「人工的な」感触を残すおそれがある。
　この件に関し、特開昭５４－１５１１４０号には、５％～２０％の水分を含有する水-
アルコール溶液に、ペトロラタム油、シリコーン油、脂肪酸エステルを含有せしめてなる
組成物が開示されている。
【０００３】
　非イオン性ポリマーと組合せたペトロラタム油により光沢が付与され、毛髪のスタイル
が保持されるが、過度の適用濃度であると、脂ぎった感触になることが知られている。
　毛髪にペトロラタム油を付着させる実用的で効率的な方法は、エアゾール又は非エアゾ
ールスプレーを介して実施することからなり、それにより、優れた展伸性、並びに良好な
毛髪形状の保持が可能となる。さらに、ビヒクル又は担体は、毛髪上に油の付着物が残る
ように、素早く蒸発するものでなくてはならない。
　また、前記エアゾール又は非エアゾールスプレーは、非常に弱いくしゃみ誘発性(stern
utatory)噴霧を送達可能なものでなくてはならない。
【０００４】
　低級Ｃ１-Ｃ６アルカノール類、特にエタノールは、このようなペトロラタム油含有組
成物の可能なビヒクルとしての使用に適しているが、これらのアルカノール類に溶解しな
い、特にエタノール不溶性のものは除かれることとなる。
【０００５】
　よって、本発明の目的は、特に化粧品用組成物がエアゾール又は非エアゾールスプレー
である場合に、人工的な感触を残すことなく、優れた展伸性及び形状保持力を有し、毛髪
に光沢を付与すると同時に、毛髪を固定する化粧品用組成物を調製することにある。
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　しかして本発明は、比較的多量のペトロラタム油を含有し、シリコーン類は少量である
か、又はシリコーンを全く含有せず、さらに水分も含有しないこのような組成物に関する
。
　また本発明は、従来技術の欠点に対抗し、毛髪に光沢を付与し、スタイルを保持する、
エアゾール又は非エアゾールスプレーとして、このような組成物を調製することを目的と
している。
【０００６】
　本出願人は驚くべきことに、少なくとも一の非イオン性の固定ポリマー、ペトロラタム
油、少なくとも一のＣ１-Ｃ６アルカノール及び少なくとも一の脂肪酸エステルを含有す
る、非水性の毛髪用組成物を調製することにより、従来技術の欠点に対抗し、上述した目
的を達成可能であることを見出した。
　よって、本発明の第１の目的は、少なくとも一の非イオン性の固定ポリマー、ペトロラ
タム油、少なくとも一の低級Ｃ１-Ｃ６アルカノール、及び少なくとも一の脂肪酸エステ
ルを含有することを特徴とする、非水性の化粧品用組成物を提供することにある。
【０００７】
　例えば、有用な量の油が、アルカノールベースの溶媒が蒸発して直ぐに、毛髪に適用さ
れる。
　上述したように、本発明の組成物は、少なくとも一の非イオン性の固定ポリマーを含有
する。
　ここで使用される場合、本発明の「固定ポリマー」とは、毛髪に形状を付与するか、又
は毛髪の形状を変更し得る任意のポリマーを意味することを意図している。
【０００８】
　本発明での使用に適した非イオン性の固定ポリマーには、特に以下のものが含まれる：
－　ビニルピロリドンホモポリマー；
－　ビニルピロリドンと酢酸ビニルのコポリマー；
－　ポリアルキルオキサゾリン類、例えばダウケミカル社(DOW CHEMICAL)からＰＥＯＸ(
登録商標)５００００、ＰＥＯＸ(登録商標)２０００００及びＰＥＯＸ(登録商標)５００
０００なる商品名で市販されているポリエチルオキサゾリン類；
－　酢酸ビニルホモポリマー、例えばヘキスト社(HOECHST)からアプレタン(APPRETAN)(登
録商標)ＥＭなる商品名で販売されている製品、又はローヌ・プーラン社(RHONE POULENC)
からロードパス(RHODOPAS)(登録商標)Ａ０１２なる商品名で販売されている製品；
－　アクリル酸エステルと酢酸ビニルのコポリマー、例えばローヌ・プーラン社からロー
ドパス(登録商標)ＡＤ３１０なる商品名で販売されている製品；
－　酢酸ビニルとエチレンのコポリマー、例えばヘキスト社からアプレタン(登録商標)Ｔ
Ｖなる商品名で販売されている製品；
－　酢酸ビニルとマレイン酸エステルのコポリマー、例えば酢酸ビニルとマレイン酸ジブ
チルのコポリマー、例えばヘキスト社からアプレタン(登録商標)ＭＢエキストラなる商品
名で販売されている製品；
－　マレイン酸無水物とポリエチレンのコポリマー；
－　非イオン性ポリウレタン類；
－　アクリル酸アルキルのホモポリマーとメタクリル酸アルキルのホモポリマー、例えば
マツモト社からマイクロパール(登録商標)ＲＱ７５０なる商品名で販売されている製品又
はＢＡＳＦ社からルハイドラン(LUHYDRAN)(登録商標)Ａ８４８Ｓなる商品名で販売されて
いる製品；
－　例えばアクリル酸アルキルとメタクリル酸アルキルのコポリマーのようなアクリル酸
エステルのコポリマー、例えばローム・アンド・ハース社(ROHM & HAAS)からプライマル(
PRIMAL)(登録商標)ＡＣ-２６１Ｋ及びユードラギット(登録商標)(EUDRAGIT)ＮＥ３０Ｄな
る商品名で、ＢＡＳＦ社からアクロナール(登録商標)(ACRONAL)６０１、ルハイドラン(登
録商標)ＬＲ８８３３又は８８４５なる商品名で、ヘキスト社からアプレタン(登録商標)
Ｎ９２１３又はＮ９２１２なる商品名で販売されている製品；
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－　アクリロニトリルと、例えば(メタ)アクリル酸アルキルとブタジエンから選択される
非イオン性モノマーとのコポリマー；日本ゼオン社からニポール(NIPOL)(登録商標)ＬＸ
５３１８なる商品名で市販されている製品又はローム・アンド・ハース社からＣＪ０６０
１８なる商品名で販売されているもの；
－　酢酸アルキルとウレタンのコポリマー、例えばナショナル・スターチ社(NATIONAL ST
ARCH)から市販されている製品８５３８-３３；
－　ポリアミド類、例えばローヌ・プーラン社から市販されているエスタポア(登録商標)
(ESTAPOR)ＬＯ１１なる製品；
－　化学的に変性されたか未変性の非イオン性グアーガム。
【０００９】
　未変性の非イオン性グアーガムには、例えばユニペクチン社(UNIPECTINE)からビドガム
(VIDOGUM)(登録商標)ＧＨ１７５なる商品名で市販されている製品及びメイホール社(MEYH
ALL)からジャガー(JAGUAR)(登録商標)Ｃなる商品名で市販されている製品が含まれる。
　ここでの使用に適した変性された非イオン性グアーガムは、好ましくはＣ１-Ｃ６ヒド
ロキシアルキル部分により変性されている。適切な例には、ヒドロキシメチル、ヒドロキ
シエチル、ヒドロキシプロピル及びヒドロキシブチル部分が含まれる。
　これらのグアーガムは当該分野においてよく知られており、ヒドロキシプロピル部分で
変性したグアーガムを得るために、例えばプロピレンオキシドのような対応するアルケン
オキシド類と反応させて調製することもできる。
　ヒドロキシアルキル部分で変性されていてもよいこのような非イオン性グアーガムは、
例えばメイホール社からジャガー(登録商標)ＨＰ８、ジャガー(登録商標)ＨＰ６０、ジャ
ガー(登録商標)ＨＰ１２０、ジャガー(登録商標)ＤＣ２９３及びジャガー(登録商標)ＨＰ
１０５なる商品名で、又はアクアロン社(AQUALON)からガラクタソール(GALACTASOL)(登録
商標)４Ｈ４ＦＤ２なる商品名で市販されているものが含まれる。
【００１０】
　本発明での使用に適した非イオン性の固定ポリマーは、非イオン性のビニルピロリドン
ベースのポリマーから選択されてよい。
　本発明の好ましい実施態様において、非イオン性の固定ポリマーは、ビニルピロリドン
のホモポリマー、又はビニルピロリドンと酢酸ビニルのコポリマーから選択される。
　非イオン性の固定ポリマー(類)は、組成物の全重量に対して０．０１～８重量％、好ま
しくは０．１～３重量％の範囲の量で存在している。
【００１１】
　ペトロラタム油は、組成物の全重量に対して、典型的には３～２０重量％、好ましくは
５～１０重量％の範囲の量で存在している。
　本発明の組成物は、少なくとも一のアルカノールをさらに含有している。
　本発明の組成物での使用に適したアルカノール類には、低級Ｃ１-Ｃ６アルカノール類
、例えばエタノール、プロパノール、ブタノール又はそれらを組合せたものが含まれる。
エタノールが最も好ましいアルカノールである。
　アルカノール(類)は、組成物の全重量に対して、典型的には５～７５重量％、好ましく
は１０～６０重量％、より好ましくは１５～５０重量％の範囲の量で存在している。
【００１２】
　本発明の組成物は、少なくとも一の脂肪酸エステルをさらに含有している。
　本発明で使用される場合、「脂肪酸エステル」とは、カルボン酸エステルを意味するこ
とを意図しており、前記酸は少なくとも８の炭素原子を有している。酸の式は好ましくは
ＲＣＯＯＨであり、ここでＲは飽和又は分岐状であり、少なくとも７の炭素原子を有する
炭化水素鎖である。
　本発明の好ましい脂肪酸エステルには、飽和又は不飽和で直鎖状又は分枝状のＣ８-Ｃ

２８の脂肪族モノカルボン酸と、飽和又は不飽和で直鎖状又は分枝状のＣ１-Ｃ２８の一
価アルコールとのエステルが含まれる。
　本発明での使用に適した脂肪酸エステルには、特にモノカルボン酸Ｃ１-Ｃ２２アルキ
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ル、例えばメチル、プロピル、ブチル、イソプロピル又はヘキシルモノカルボキシラート
が含まれる。
【００１３】
　モノカルボン酸Ｃ１-Ｃ２２アルキルとしては、ベヘン酸ジヒドロアビエチル、ベヘン
酸オクチルドデシル、ベヘン酸イソセチル；オクタン酸(イソ)ステアリル、オクタン酸イ
ソセチル；オクタン酸オクチル、オクタン酸セチル；オレイン酸デシル；イソステアリン
酸イソセチル；ラウリン酸イソセチル；ステアリン酸イソセチル；オクタン酸イソデシル
；オレイン酸イソデシル；イソノナン酸イソノニル、イソノナン酸オクチル、イソノナン
酸２-エチルヘキシル；ステアリン酸ミリスチル；ペラルゴン酸オクチル；ステアリン酸
オクチル；エルカ酸オクチルドデシル；エルカ酸オレイル；パルミチン酸オクチル、パル
ミチン酸イソステアリル、パルミチン酸エチル及びイソプロピル、パルミチン酸エチル-
２-ヘキシル、パルミチン酸２-オクチルデシル、ミリスチン酸Ｃ１-Ｃ１０アルキル、好
ましくはＣ１-Ｃ６のもの、例えばミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸ブチル、ミ
リスチン酸セチル；ステアリン酸ヘキシル、ステアリン酸ブチル、ステアリン酸イソブチ
ル；ラウリン酸ヘキシル、ラウリン酸２-ヘキシルデシル、又はそれらを組合せたものを
挙げることができる。
　上述したもので、最も好ましく使用されるエステルには、パルミチン酸エチル及びイソ
プロピル、パルミチン酸エチル-２-ヘキシル、パルミチン酸２-オクチルデシル、ミリス
チン酸Ｃ１-Ｃ１０アルキル、好ましくはＣ１-Ｃ６のもの、例えばミリスチン酸イソプロ
ピル、ミリスチン酸ブチル及びミリスチン酸セチル、ミリスチン酸２-オクチルデシル、
ステアリン酸ヘキシル、ステアリン酸ブチル、ステアリン酸イソブチル；ラウリン酸ヘキ
シル、ラウリン酸２-ヘキシルデシル、及びイソノナン酸イソノニル、オクタン酸セチル
が含まれる。
【００１４】
　周囲温度(２５℃)及び周囲大気圧で液状の脂肪酸エステルが好ましく使用される。
　脂肪酸エステル(類)は、組成物の全重量に対して、典型的には１～５０重量％、好まし
くは５～３５重量％、より好ましくは１０～３０重量％の範囲の量で存在している。
【００１５】
　毛髪繊維の美容特性を改善し、毛髪へのダメージを低減又は防止するために、本発明で
使用される組成物は、一又は複数の化粧品用添加剤をさらに含有していてよい。
　これ又はこれらの添加剤(類)は、毛髪繊維用の保護剤、ビタミン類又はプロビタミン類
、香料、防腐剤、金属イオン封鎖剤、酸性化剤、アルカリ性化剤、並びにそれらの混合物
からなる群から典型的には選択される。
　化粧品用添加剤(類)は、組成物の全重量に対して、典型的には０．００１～２０重量％
、好ましくは０．１～５重量％の範囲の量で存在している。
【００１６】
　本発明の組成物は、好ましくはシリコーンを何ら含有していないが、少量のシリコーン
が存在していてもよい。
　これらのシリコーン類は揮発性又は非揮発性で、直鎖状又は環状であってよい。
　本発明での使用に適したシリコーン類は特にポリオルガノシロキサン類であり、油、ロ
ウ、樹脂又はガムであってもよい。
　オルガノポリシロキサン類は、ウォルター・ノール(Walter NOLL)の「シリコーンの化
学と技術(Chemistry and Technology of Silicones)」(1968)、アカデミック・プレス(Ac
ademic Press)社版において、より詳細に定義されている。それらは揮発性又は非揮発性
であってよい。
　非揮発性シリコーン類、特にポリアルキルシロキサン類、ポリアリールシロキサン類、
ポリアルキルアリールシロキサン類、シリコーンガム及び樹脂、有機官能部分で変性した
ポリオルガノシロキサン類、及びそれらの混合物が好ましく使用される。
【００１７】
　本発明での使用に適したシリコーンガムは、特に、溶媒中で、単独又は混合物として使
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用され、２０００００～１００００００の範囲の高い数平均分子量を有するポリジオルガ
ノシロキサン類である。この溶媒は、揮発性シリコーン類、ポリジメチルシロキサン油(
ＰＤＭＳ)、ポリフェニルメチルシロキサン油(ＰＰＭＳ)、イソパラフィン、ポリイソブ
チレン、塩化メチレン、ペンタン、ドデカン、トリデカン、又はそれらの混合物からなる
群から選択され得る。
　特に、次の製品：
－　ポリジメチルシロキサン、
－　ポリジメチルシロキサン／メチルビニルシロキサンガム、
－　ポリジメチルシロキサン／ジフェニルシロキサン、
－　ポリジメチルシロキサン／フェニルメチルシロキサン、
－　ポリジメチルシロキサン／ジフェニルシロキサン／メチルビニルシロキサン、
が好ましく使用される。
【００１８】
　本発明での使用に適したオルガノポリシロキサン樹脂は、Ｒが１～１６の炭素原子を有
する炭化水素部分又はフェニル部分を示す、次の単位：
Ｒ２ＳｉＯ２／２、Ｒ３ＳｉＯ１／２、ＲＳｉＯ３／２及びＳｉＯ４／２、
を含有する架橋したシロキサン系である。これらの生成物の中で特に好ましいものは、Ｒ
が低級Ｃ１-Ｃ４アルキル基、特にメチル又はフェニル基であるものである。
【００１９】
　本発明での使用に適した有機変性(organomodified)シリコーン類は、その構造に、炭化
水素基を介して結合する一又は複数の有機官能部分(organofonctional moieties)を有す
る、上述したシリコーン類である。
　特に有機変性シリコーン類の適切な例には、次のものが含まれる：
－　Ｃ６-Ｃ２４アルキル部分を有していてもよい、ポリエチレンオキシ及び／又はポリ
プロピレンオキシ部分を有するポリオルガノシロキサン類、例えばダウ・コーニング社(D
OW CORNING)からＱ２・５２００の名称で販売されている、アルキル(Ｃ１２)メチコーン
コポリオール、及びユニオン・カーバイド社(UNION CARBIDE)の油であるシルウェット(SI
LWET)Ｌ７２２、Ｌ７５００、Ｌ７７、Ｌ７１１油、又はダウ・コーニング社からＤＣ１
２４８の名称で販売されているジメチコーンコポリオールと称されている製品；
－　置換又は未置換のアミン部分を有するポリオルガノシロキサン類、例えばジェネシー
社(GENESEE)からＧＰ７１００及びＧＰ４シリコーン・フルイドの名称で市販されている
製品、又はダウ・コーニング社からＱ２・８２２０及びダウ・コーニング９２９もしくは
９３９の商品名で市販されている製品。置換されたアミン部分は、特にＣ１-Ｃ４アミノ
アルキル部分である；
－　チオール部分を有するポリオルガノシロキサン類、例えばジェネシー社から「ＧＰ７
２Ａ」及び「ＧＰ７１」の商品名で市販されている製品；
－　アルコキシル化部分を有するポリオルガノシロキサン類、例えばＳＷＳシリコーン社
から「シリコーン・コポリマーＦ-７５５」の商品名で、またゴールドシュミット社(GOLD
SCHMIDT)からアビルワックス(ABIL WAX)２４２８、２４３４及び２４４０の商品名で市販
されている製品；
－　ヒドロキシル化部分を有するポリオルガノシロキサン類、例えば式(Ｉ)：
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【化１】

［上式中、Ｒ１基は同一又は異なっており、メチル及びフェニル基から選択され；Ｒ１基
の少なくとも６０モル％はメチルに相当し；Ｒ'１基は、二価のＣ２-Ｃ１８炭化水素アル
キレン鎖メンバーであり；ｐは１～３０であり；ｑは１～１５０である］
の、仏国特許出願公開第８５ １６３３４号に記載されているヒドロキシアルキル官能基
を有するポリオルガノシロキサン類；
－　アシルオキシアルキル部分を有するポリオルガノシロキサン類、例えば、式(ＩＩ)：

【化２】

［上式中：
　Ｒ２はメチル、フェニル、-ＯＣＯＲ３又はヒドロキシル部分であり、ケイ素原子に付
きＲ２基の一つのみをＯＨにすることができ；
　Ｒ'２はメチル、フェニルであり；全てのＲ２及びＲ'２基の少なくとも６０モル％はメ
チルであり；
　Ｒ３はＣ８-Ｃ２０のアルキル又はアルケニルであり；
　Ｒ''は直鎖状又は分枝状で、二価のＣ２-Ｃ１８炭化水素アルキレン基であり；
　ｒは１～１２０であり；
　ｐは１～３０であり；
　ｑは０であるか、又は０．５ｐ未満であり、ｐ＋ｑは１～３０であり；
　式(ＩＩ)のポリオルガノシロキサンは次の部分：
【化３】

を含有していてよく；ｐ＋ｑ＋ｒの合計が１５％を越えない量にある］
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の、米国特許第４９５７７３２号に記載されているポリオルガノシロキサン；
－　カルボキシル型のアニオン性部分を有するポリオルガノシロキサン類、例えばチッソ
・コーポレーション(CHISSO CORPORATION)からの欧州特許第１８６５０７号に記載されて
いる製品、又はアルキルカルボキシル型のもの、信越社の製品Ｘ-２２-３７０１Ｅに存在
するもの；スルホン酸２-ヒドロキシアルキルを有するポリオルガノシロキサン類；チオ
スルホン酸２-ヒドロキシアルキルを有するポリオルガノシロキサン類、例えばゴールド
シュミット社から「アビルＳ２０１」及び「アビルＳ２５５」の商品名で市販されている
製品；
－　ヒドロキシアシルアミノ部分を有するポリオルガノシロキサン類、例えば欧州特許出
願第３４２８３４号に記載されているポリオルガノシロキサン類。ダウ・コーニング社の
製品Ｑ２-８４１３が適切な例である。
【００２０】
　本発明において特に好ましいポリオルガノシロキサン類は、Ｑ２・５２００の商品名で
ダウ・コーニング社から市販されている(Ｃ１２)アルキルメチコーンコポリオール、及び
ユニオン・カーバイド社のシルウェットＬ７２２、Ｌ７５００、Ｌ７７、Ｌ７１１油、又
はダウ・コーニング社からＤＣ１２４８の商品名で市販されているジメチコーンコポリオ
ールと称される製品等の、Ｃ６-Ｃ２４アルキル部分を有していてもよい、ポリエチレン
オキシ及び／又はポリプロピレンオキシ部分を有するポリオルガノシロキサン類である。
【００２１】
　本発明において、任意のシリコーン類は、分散液、マイクロ分散液、エマルション、ナ
ノエマルション又はマイクロエマルションとして、可溶性形態で使用されてよい。
　本発明の組成物は、組成物の全重量に対して、一般的に１重量％の未満のシリコーンを
含有している。
　また組成物は、好ましくはポリオール類、例えばグリセロール、プロピレングリコール
、ペンタンジオール、及びベンジルアルコールから選択される、一又は複数の化粧品的に
許容可能な付加的な溶媒(類)を、さらに含有していることが有利である。
　本発明の化粧品的に許容可能な付加的な溶媒(類)は、組成物の全重量に対して０．００
１～５重量％、好ましくは組成物の全重量に対して０．１～１重量％の範囲の量で存在し
ている。
【００２２】
　毛髪繊維の保護剤は、物理的又は化学的攻撃による毛髪へのダメージを防止又は制限す
るのに有用な、任意の活性剤であってよい。
　よって、毛髪繊維の保護剤は、水溶性、脂溶性又は水に不溶の有機ＵＶサンスクリーン
剤、フリーラジカル捕捉剤、酸化防止剤、ビタミン類、プロビタミン類、並びにそれらを
組合せたものから選択され得る。
【００２３】
　有機ＵＶサンスクリーン剤(ＵＶ線を遮蔽する系)は、特に水溶性又は脂溶性でシリコー
ン又は非シリコーンの遮蔽剤、及びその表面親水性又は疎水性になるように処理されてい
てもよい無機酸化物のナノ粒子から選択される。
【００２４】
　水溶性のＵＶサンスクリーン剤は、例えばパラ-アミノ安息香酸とその塩、アントラニ
ル酸とその塩、サリチル酸とその塩、ｐ-ヒドロキシケイ皮酸とその塩、ベンズ-ｘ-アゾ
ール類(ベンゾチアゾール類、ベンズイミダゾール類、ベンゾオキサゾール類)のスルホン
誘導体とその塩、ベンゾフェノンのスルホン誘導体とその塩、ベンジリデンショウノウの
スルホン誘導体とその塩、第４級アミンで置換されたベンジリデンショウノウ誘導体とそ
の塩、フタリリデンショウノウのスルホン誘導体とその塩、及びベンゾトリアゾールのス
ルホン誘導体からなる群から選択され得る。
　さらに、またその化学的性質の故に、ＵＶ線に対する光保護性を有する親水性ポリマー
を使用してもよい。スルホン又は第４級アンモニウム部分で置換された、ベンジリデンシ
ョウノウ及び／又はベンゾトリアゾール部分を有するポリマーが含まれる。
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【００２５】
　本発明での使用に適した脂溶性(又は脂質親和性)の有機ＵＶサンスクリーン剤には、特
に：ｐ-アミノ安息香酸誘導体、例えばｐ-アミノ安息香酸エステル又はアミド；サリチル
酸誘導体、例えばそのエステル；ベンゾフェノン誘導体；ジベンゾイルメタン誘導体；ジ
フェニルアクリラート誘導体；ベンゾフラン誘導体；一又は複数のケイ素-有機残基を有
するポリマー性ＵＶ遮蔽剤；ケイ皮酸エステル；ショウノウ誘導体；トリアニリノ-ｓ-ト
リアジン誘導体；ウロカニン酸エチルエステル；ベンゾトリアゾール類；ヒドロキシフェ
ニルトリアジン誘導体；ビス-レゾルシノール-ジアルキルアミノトリアジン類；及びそれ
らを組合せたものが含まれる。
　本発明の脂溶性(又は脂質親和性)のＵＶ遮蔽剤は、好ましくはサリチル酸オクチル；４
-tert-ブチル-４'-メトキシジベンゾイルメタン[ジボーダン社(GIVAUDAN)のパルソール(P
ARSOL)１７８９]；オクトクリレン；２-エチルヘキシル-４-メトキシシンナマート(パル
ソールＭＣＸ)及び次の式(ＩＩＩ)の化合物、又は欧州特許出願公開第０３９２８８３号
に記載された２-(２Ｈ-ベンゾトリアゾール-２-イル)-４-メチル-６-[２-メチル-３-[１,
３,３,３-テトラメチル-１-[(トリメチルシリル)オキシ]ジシロキサニル]プロピニル]フ
ェノール：
【化４】

からなる群から選択される。
【００２６】
　本発明で特に好ましい他のＵＶ遮蔽剤は、ベンゾフェノン誘導体、例えばユビヌル(UVI
NUL)ＭＳ４０(２-ヒドロキシ-４-メトキシベンゾフェノン-５-スルホン酸)及びユビヌル
Ｍ４０(２-ヒドロキシ-４-メトキシベンゾフェノン)でＢＡＳＦ社から市販されているも
の、ジボーダン-ルーレ社(GIVAUDAN-ROURE)から市販されているベンザルマロナート誘導
体、例えばパルソールＳＬＸ(ポリジメチル／メチル(３-(４-(２,２-ビス-エトキシカル
ボニルビニル)-フェノキシ)-プロペニル)シロキサン)、シメックス社(CHIMEX)から製造さ
れているベンジリデンショウノウ誘導体、例えばメギゾリル(MEXORYL)ＳＸ([１-４-ジビ
ニルベンゼン]-ｂ,ｂ'ショウノウスルホン酸)、メルク社(MERCK)から市販されているベン
ズイミダゾール誘導体、例えばユーソレックス(EUSOLEX)２３２(２-フェニルベンズイミ
ダゾール-５-スルホン酸)である。
【００２７】
　ｐＨは、従来技術でよく知られている酸性化剤又はアルカリ性化剤により、適切な値に
調節されてよい。
　適切なアルカリ性化剤の例には、アンモニア、アルカリ金属の炭酸塩、アルカノールア
ミン類、例えばモノ-、ジ-及びトリエタノールアミンとその誘導体、オキシエチレン及び
／又はオキシプロピレン-ヒドロキシアルキルアミン類、及びエチレンジアミン類、水酸
化ナトリウム又は水酸化カリウム、及び次の式(ＩＶ)：
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【化５】

[上式中、Ｒは、Ｃ１-Ｃ４アルキル基又はヒドロキシル部分で置換されていてもよいプロ
ピレン残基であり；Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６及びＲ７は同一でも異なっていてもよく、水素原子
、Ｃ１-Ｃ４アルキル基又はＣ１-Ｃ４ヒドロキシアルキル基を表す] 
の化合物が含まれる。
　酸性化剤は、例えば、無機酸又は有機酸、例えば塩酸、オルトリン酸、カルボン酸、例
えば酒石酸、クエン酸、乳酸、又はスルホン酸である。
【００２８】
　有利には、本発明の組成物はエアゾールに加圧されていてもよく、揮発性のアルカン類
、例えばｎ-ブタン、プロパン、イソブタン、ペンタン、二酸化炭素、一酸化二窒素、ジ
メチルエーテル、窒素、圧縮空気、又はそれらを組合せたものから好ましく選択される、
少なくとも一の噴霧剤を含有していてもよい。
　選択される噴霧剤は、好ましくはイソブタンである。
　噴霧剤(類)は、上述したような噴霧剤と組成物の混合物の全体に対し、典型的には２５
～４５％、好ましくは３０～４０％の範囲の量で存在している。
【００２９】
　また本発明の目的は：
ａ）少なくとも一の脂肪酸エステルにペトロラタム油を溶解させ；ついで
ｂ）少なくとも一の非イオン性の固定ポリマーと少なくとも一のアルカノールとから予め
作製された混合物に、工程ａ）で得られた溶液を添加する；
工程を含む、化粧品用組成物の調製方法を提供することにある。
　さらに本発明の目的は、噴霧剤により、化粧品用組成物を缶に加圧して収容させる方法
を提供することにある。
　またさらに本発明の目的は、上述したようなエアゾールスプレー又は非エアゾールスプ
レーとして使用され得る、よって投与用ポンプ式ディスペンサーを使用することによる、
化粧品用組成物を調製することにある。
　エアゾールの場合、含有されるアルコール類は、非常にわずかしか、くしゃみ誘発性噴
霧を可能にしない。
　本発明の組成物の使用により、処理された毛髪に光沢が付与され、毛髪に天然の感触が
付与される。
【実施例】
【００３０】
　本発明は、次の実施例を参照にして例証される：
実施例
　グラムで表される(１００グラム当たり)次の成分を用い、「光沢を付与する固定用」エ
アゾールスプレーを調製する：
ミリスチン酸イソプロピル：　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６％
ペトロラタム油：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．５％
ＯＥ／ＯＰシリコーン：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５％
ポリビニルピロリドン：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６５％
エタノール：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１．３５％
イソブタン：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５％
　ＯＥ／ＯＰシリコーンは、オキシエチレンとオキシプロピレン部分を有するシリコーン
である。
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　毛髪に適用した後、従来からの脂ぎった人工的な感触といった欠点を有さず、良好な光
沢のある毛髪と、スタイルの保持性とを観察することができる。
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